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町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ

と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

い
よ
い
よ
、
本
年
一
月
よ
り
石
川
県

庁
が
鞍
月
で
業
務
を
開
始
し
、
内
灘
町

は
県
庁
に
最
も
近
い
町
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
当
町
住
民
に
と
っ
て
地
の

利
が
得
ら
れ
た
と
い
う
ば
か
り
で
な

く
、
本
町
は
能
登
地
区
と
県
都
を
結
ぶ

交
通
の
要
衝
と
し
て
さ
ら
に
重
要
な
位

置
を
占
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
昨

年
十
一
月
二
十
四
日
に
開
通
し
ま
し
た

『
内
灘
湊
大
橋
』
は
、
サ
ン
セ
ッ
ト
ブ

リ
ッ
ジ
内
灘
と
と
も
に
都
市
基
盤
整
備

の
中
枢
で
あ
る
基
幹
道
路
交
通
網
の
中

軸
と
し
て
、
県
、
金
沢
市
と
と
も
に
推

進
し
て
き
た
事
業
で
あ
り
、
現
在
暫
定

二
車
線
な
が
ら
、
清
湖
大
橋
、
機
具
橋

の
恒
常
的
な
渋
滞
の
緩
和
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
残
る

二
車
線
の
早
期
整
備
を
は
か
り
、
さ
ら

な
る
内
灘
町
の
住
環
境
の
向
上
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
来
、
石
川
県
下
に
お
い

て
も
市
町
村
合
併
に
対
す
る
議
論
が
よ

り
活
発
化
、
具
体
化
し
て
い
ま
す
。
ご

存
知
の
と
お
り
、
我
が
内
灘
町
は
行
政

規
模
を
い
た
ず
ら
に
拡
大
せ
ず
、
き
め

こ
ま
や
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

た
い
と
い
う
考
え
方
か
ら
、
将
来
の
市

制
を
目
指
し
て
都
市
発
展
基
盤
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
県
内
随
一
の
普
及

率
を
誇
る
公
共
下
水
道
の
設
置
状
況

や
、
各
地
区
に
設
置
さ
れ
た
公
民
館
を

中
心
と
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

形
成
、
降
雪
期
の
除
排
雪
対
策
な
ど
、

そ
の
結
果
は
昨
年
実
施
し
た
町
の
魅
力

度
調
査
に
お
い
て
も
裏
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

日
本
海
と
河
北
潟
に
挟
ま
れ
、
砂
丘

の
上
に
形
成
さ
れ
た
特
色
あ
る
風
土
。

昭
和
二
十
八
年
の
昭
和
の
大
合
併
を
経

験
せ
ず
、
今
な
お
残
る
先
人
達
よ
り

脈
々
と
受
け
継
が
れ
た
伝
統
・
文
化
。

さ
ら
に
は
ア
カ
シ
ア
団
地
造
成
に
端
を

発
す
る
宅
地
開
発
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ

た
人
口
の
増
加
。
そ
し
て
ハ
イ
レ
ベ
ル

な
生
活
環
境
が
整
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
白

帆
台
と
、
こ
れ
を
ト
リ
ガ
ー
と
す
る
北

部
開
発
な
ど
、
内
灘
町
は
若
者
が
集
い

高
齢
者
が
安
住
の
地
と
し
て
日
々
を
過

ご
す
こ
と
の
で
き
る
、
独
自
の
魅
力
あ

る
内
灘
を
志
向
し
て
い
き
ま
す
。
国
を

あ
げ
て
の
合
併
論
議
の
中
、
当
町
が
掲

げ
る
町
づ
く
り
の
理
念
は
決
し
て
時
代

の
流
れ
に
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、
地

域
、
そ
し
て
町
民
の
生
活
を
尊
重
す
る

が
ゆ
え
の
も
の
で
あ
る
と
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

終
わ
り
に
あ
た
り
、
内
灘
町
の
限
り

な
い
躍
進
と
、
二
万
七
千
町
民
の
ご
健

勝
と
ご
繁
栄
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

内灘町長 岩本 秀雄

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

－内灘町・内灘町議会－
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議
会

定
例
会

○
平
成
十
四
年
度
内
灘
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

補
正
額
　
　
　
一，

〇
〇
〇
千
円

補
正
後
総
額

一，

八
六
九，

一
三
六
千
円

・
国
民
健
康
保
険
税
還
付
金
の
追
加

○
平
成
十
四
年
度
内
灘
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
五
号
）

補
正
額
　
　
二
八，

五
〇
〇
千
円

補
正
後
総
額

七，

五
一
五，

四
〇
〇
千
円

・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
金

の
追
加
等

○
平
成
十
四
年
度
内
灘
町
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

四
号
）

補
正
額
　
　
△
三，

三
九
一
千
円

補
正
後
総
額

一，

四
一
五，

〇
〇
九
千
円

・
管
き
ょ
等
設
計
委
託
料
の
追
加
等

○
平
成
十
四
年
度
内
灘
町
霊
園
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

補
正
額
　
　
　
　
△
一
九
〇
千
円

補
正
後
総
額
二
四，

〇
一
〇
千
円

・
霊
園
施
設
使
用
料
の
減
額
等

○
平
成
十
四
年
度
内
灘
町
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

補
正
額
△
一
八
八，

〇
〇
〇
千
円

補
正
後
総
額四

九
六，

五
〇
〇
千
円

・
補
助
事
業
確
定
に
よ
る
事
業
費
の

減
額
等

○
平
成
十
四
年
度
内
灘
町
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

補
正
額
　
　
　
　
△
一
六
八
千
円

補
正
後
総
額
二
一，

六
三
二
千
円

・
人
件
費
補
正

○
平
成
十
四
年
度
内
灘
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）

補
正
額
　
　
　
七，

八
〇
〇
千
円

補
正
後
総
額

一，

八
七
六，

九
三
六
千
円

・
老
人
保
健
医
療
費
拠
出
金
の
増
額
等

○
平
成
十
四
年
度
内
灘
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

補
正
額
　
　
　
六，

一
一
六
千
円

補
正
後
総
額九

四
六，

八
九
八
千
円

・
配
水
管
布
設
等
工
事
設
計
委
託
業

務
の
増
額
等

○
内
灘
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
給

付
費
に
関
す
る
条
例
制
定

・
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
医
療
費
の
一

部
給
付

○
内
灘
町
犬
ふ
れ
あ
い
広
場
設
置
条

例
制
定

・
犬
の
適
正
な
飼
育
環
境
の
提
供

○
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
期
末
手
当
支
給
率
の
改
定

○
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

・
給
料
月
額
の
減
額
及
び
期
末
勤
勉

手
当
支
給
率
の
改
定
等

○
内
灘
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
療
養
見

舞
金
支
給
条
例
の
一
部
改
正

・
内
灘
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
給

付
費
に
関
す
る
条
例
制
定
に
伴
う

見
舞
金
支
給
の
制
限

○
内
灘
町
心
身
障
害
者
医
療
助
成
金

支
給
条
例
の
一
部
改
正

・
老
人
保
健
法
の
改
正
に
伴
う
所
要

の
改
正

○
内
灘
町
風
力
発
電
所
（
仮
称
）
建

設
工
事
　

○
鶴
ヶ
丘
西
47
号
線
の
廃
止

○
字
の
区
域
及
び
小
字
の
名
称
変
更
　

・
大
根
布
へ
及
び
宮
坂
い
・
ろ
・

は
、
西
荒
屋
と
の
字
及
び
小
字
の

一
部
を
宮
坂
る
に
変
更

・
西
荒
屋
と
・
ち
・
り
の
小
字
の
一

部
を
西
荒
屋
か
に
変
更

○
小
字
の
名
称
変
更

・
大
根
布
は
・
に
・
ほ
の
小
字
の
一

部
を
大
根
布
ぬ
に
変
更

第
四
回
内
灘
町

議
会
定
例
会

平
成
十
四
年

町
　
提
　
出
　
議
　
案

第
四
回
内
灘
町
議
会
定
例
会
は
、
十
二
月
九
日
（
月
）
か
ら
十
七
日
（
火
）
ま
で
の
九
日
間

の
日
程
で
開
か
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
全
て
の
議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
制
定
及
び
改
正

請
負
契
約
の
締
結

内
灘
町
道
路
線
の
廃
止

そ

の

他

専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

予
算
に
関
す
る
議
案
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ご

み

ごみの収集が変わります ごみの収集が変わります 2

問い合わせ先：内灘町役場町民部 環境対策室 ☎286－6701

①河北郡でつくるＲＤＦを均質化し安定して燃焼させるため、郡内５町をすべてＡ地区、Ｂ地区に

分けるものです。

②毎週水曜日は施設のメンテナンスにあてます。

※収集割の変更に伴いこれまでと違ったルートでごみ収集車が回り始めます
ので、ルートの確定する4月末までの1ヵ月間は、たいへん恐縮ですが、
朝6時までにもえるごみを出していただきますようお願いします。

〈お詫びと訂正〉

12月号の広報で、ロープ等の長いものを50cm未満に切れない場合はもえないごみで直接持込と記載しましたが、

もえるごみで直接持込（エコラ）となりますので、お詫びと訂正をいたします。

・エコラ（ＲＤＦ製造施設）が1月から試験稼動することに伴い、今月から長い
もの（50cm以上のロープ等）、硬いもの（大型の貝殻等）などはもえるごみ
指定袋に入れないようお願いします。
・平成15年4月1日からもえるごみの収集曜日等が下図のように変わります。

もえるごみ収集割図

祝祭日も収集します
ただし、5月3日～5日･
12月31日～1月3日を除く

Ａ地区 月・木曜日収集

向粟崎2・5丁目、向陽台、アカシア、
鶴ヶ丘4丁目、鶴ヶ丘東、鶴ヶ丘5丁目、
大清台、ハマナス、大学１丁目

Ｂ地区 火・金曜日収集

向粟崎1･3･4丁目、旭ヶ丘、千鳥台、
緑台、大根布、大学2丁目、宮坂、
北部土地区画、西荒屋、室・湖西

理 由

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



地球にやさしいですか？あなたのライフスタイル 地球にやさしいですか？あなたのライフスタイル 地球にやさしいですか？あなたのライフスタイル 
「じょうずに節約・地球人のエコライフへ」町民フォーラム開催 

 

 

講師･パネラー 

枝廣　淳子 さん 
　環境関係の国際会議・講演会・セミナー等での通訳、
出版翻訳およびビジネス翻訳のほか、環境ジャーナリ
ストとして執筆および講演活動を行う。ISO14001な
どの環境マネジメントシステム、環境教育環境報告書
等の分野で、企業に対するコンサルティング活動。そ
してそのような活動を通して得られる地球環境の現状
や各地での動きなどに関する情報や知見をメールニュ
ース等で広く提供している。 

えだ ひろ じゅん こ 

パ　ネ　ラ　ー 

張田　　真 さん 
　ハリタ金属株式会社取締役副社長。家電リサイクル
をはじめとする環境トータル事業に取り組んでいる。 

はり た  まこと 

コーディネーター 

多田　美代 さん 
　内　町学びの風推進協議会副会長 

た だ み よ 

西川　　満 さん 
　内　中学校教諭。顧問をつとめる科学部が27年間
にわたる河北潟の水質調査が評価され、環境省環境部
長表彰を受賞した。 

にし かわ  みつる 

源代　陽子 さん 
　主婦。エコライフ実践家。 

げん だい よう こ 

　12月１日（日）、内灘町役場町民ホールにおきまして、「じょ

うずに節約・地球人のエコライフへ」と銘打たれた町民フォーラ

ムが内灘町連合婦人会、壮年会協議会の主催で開催されました。 

　自分達が豊かな生活を送っている影で、海水が上昇し水没する

南太平洋の島もある。目に見える『ごみ』問題や目に見えない『二

酸化炭素』問題、多くの問題を身近なものと感じ、ひとりひとり

がライフスタイルを見直そう。 

　今回で３度目となる環境を取り上げたフォーラムには多くの人々

が会場を訪れ、環境ジャーナリスト枝廣淳子さんによる講演、町内外よりそれぞれの分野のスペシャリストを集

めて開催されたパネルディスカッションに耳を傾けました。 

　講演において、枝廣さんは「人生は選択の積み重ねである」
と語りました。 
　歯を磨く時、蛇口を閉める？閉めない？その選択によって、
例えば家族４人が朝晩の２回、毎日歯を磨くと考えれば大きな
節水となるのです。だって、水を出しっぱなしにすることで歯がよりきれいになることはないんですから。 
　このようなちょっとした選択は、私達の日常に本当に多くひそんでいます。ひとつひとつ見直してみるのも
良いでしょう。選択の場面にたった時に、ちょっとエコについて考えるのも良いでしょう。 
　私達ひとりひとりが自らのライフスタイルを見直し、ちょっとの知恵とそれを継続する力を持つことでエコ
ライフは始まるのではないでしょうか。 

・私生活でのちょっとした事で環境にやさしくな
るということがわかり、大変よかったです。考
え方が変わりました。 
・自分自身にも出来ることもまだまだあるという
ことを再認識できた。 
・いろいろ知識が広がりました。 

・目に見える節約をできればと思った。 
・講演内容が分かりやすかった。枝廣先生の話は
分かりやすかった。 
・分かりやすい説明で今後自分も継続できる自信
が少し出てきた。 
・講演やパネルディスカッションの組み合わせと
内容が良かった。 

※フォーラムの感想として、大変良かったとのお答えをい
ただきました28名（その他：良かった25名、普通１名、
無回答１名）の方のご意見です。 

アンケート集計結果 （回答者55名　男性２名、女性53名） 

 

大変良かった理由 
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町
民
フ
ォ
ー
ラ
ム



2003.1.5.（6）

消
防

だ
よ

り

寒
い
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
石
油
ス
ト
ー
ブ
等
の
暖
房
器
具
を
使
う
時
は

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
設
置
場
所

○
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
紙
、
衣
類
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

○
カ
ー
テ
ン
等
が
ス
ト
ー
ブ
に
接
触
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
は
絶
対
に
干
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
使
用
方
法

○
取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

○
石
油
ス
ト
ー
ブ
等
に
給
油
す
る
際
は
、
火
は
必
ず
消
し
て
、
給
油
中
は
そ

の
場
を
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
の
も
の
は
、
給
油
後
、
タ
ン
ク
の
ふ
た
を
確
実
に
締
め
、

漏
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
灯
油
等
の
保
管
方
法

○
栓
を
し
っ
か
り
閉
め
て
密
閉
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
保
管
場
所
は
火
気
を
使
用
す
る
場
所
か
ら
遠
ざ
け
、
直
射
日
光
に
当
た
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
地
震
時
に
容
器
が
転
倒
し
た
り
、
落
下
物
に
よ
っ
て
容
器
が
破
損
し
た
り

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

十
一
月
二
十
七
日
（
水
）
内
灘
町
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
連
合
会
は
、
同
ク
ラ
ブ
員
の
資
質
向
上
と
親
睦
を

図
る
た
め
、
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

研
修
内
容
は
、
ア
リ
ス
館
志
賀
及
び
志
賀
原
子
力

発
電
所
の
視
察
を
行
い
、
私
達
の
生
活
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
原
子
力
や
電
気
に
つ
い
て
研
修
し
、
午
後

か
ら
は
、
宇
ノ
気
町
の
西
田
幾
多
郎
記
念
哲
学
館
を

訪
れ
、
西
田
博
士
の
精
神
と
思
想
に
触
れ
て
き
ま
し

た
。こ

の
研
修
を
通
し
て
、
普
段
何
気
な
く
使
用
し
て

い
る
電
気
の
仕
組
み
に
つ
い
て
又
、
電
気
に
よ
る
火

災
の
恐
ろ
し
さ
を
再
認
識
し
、
研
修
終
了
後
に
は
、

ク
ラ
ブ
員
一
人
ひ
と
り
が
婦
人
消
防
隊
と
し
て
の
自

覚
を
新
た
に
し
、
大
変
有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し

た
。 内

灘
町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会

視
察
研
修
実
施

消
防
設
備
士
講
習

日
　
　
時

○
消
火
設
備

平
成
十
五
年
二
月
十
二
日（
水
）・
二
月
十
三
日（
木
）

○
避
難
設
備
・
消
火
器

平
成
十
五
年
二
月
十
四
日（
金
）

○
警
報
設
備

平
成
十
五
年
二
月
十
七
日（
月
）・
二
月
十
八
日

（
火
）・
二
月
十
九
日（
水
）

受
講
対
象
者

①
消
防
設
備
士
免
状
の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
二
年
以

内
の
者

②
消
防
設
備
士
講
習
を
受
け
た
日
か
ら
五
年
以
内
の
者

会
　
　
場

石
川
厚
生
年
金
会
館
（
金
沢
市
石
引
四
―

一
七
―

一
）

受
付
期
間

平
成
十
五
年
一
月
十
四
日（
火
）〜
一
月
二
十
三
日（
木
）

消
防
設
備
士
試
験

日
　
時

平
成
十
五
年
二
月
十
五
日（
土
）

乙
種
第
六
類
　
乙
種
第
七
類

平
成
十
五
年
二
月
十
六
日（
日
）

甲
種
第
一
類
・
乙
種
第
一
類
　
甲
種
第
四
類
・
乙

種
第
四
類

会
　
　
場

石
川
県
消
防
学
校
（
金
沢
市
東
蚊
爪
町
二
―

五
）

受
付
期
間

平
成
十
五
年
一
月
七
日（
火
）〜
一
月
十
六
日（
木
）

※
受
験
願
書
は
内
灘
町
消
防
本
部
予
防
課
ま
で
。

（
☎
２
８
６
―
３
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図

書
館
情

報 ●『
妻
の
大
往
生
』

永え
い

六
輔

ろ
く
す
け

著

こ
れ
ほ
ど
楽
し
い
愛
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
妻

と
し
て
母
と
し
て
生
き
た
永
昌
子
へ
の
思
い
と

在
宅
介
護
の
日
々
を
、
夫
と
し
て
六
輔
が
、
娘
と
し
て
千
絵
・
麻
理
が
語

る
。

◇
今
月
の
オ
ス
ス
メ
の
本

◇
休
館
日
の
お
知
ら
せ
！

蔵
書
点
検
の
た
め
、
一
月
二
十
一

日（
火
）か
ら
三
十
一
日（
金
）ま
で
休

館
い
た
し
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
移
動
図
書
館
「
し
お
さ
い

号
」
は
一
月
は
お
休
み
し
ま
す
。
二

月
か
ら
通
常
ど
お
り
巡
回
し
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●『
し
ま
な
み
幻
想
』

内う
ち

田だ

康や
す

夫お

著

来
島
海
峡
大
橋
か
ら
飛
び
降
り
た
母
の
死
に

疑
問
を
持
っ
た
少
女
。
偶
然
、
彼
女
と
知
り
合

っ
た
浅
見
は
、
そ
の
死
の
真
相
を
調
べ
る
た
め
、
し
ま
な
み
海
道
へ
。
美

し
き
海
と
島
々
が
お
り
な
す
海
道
で
浅
見
が
見
た
も
の
は
!?
書
き
下
ろ
し

旅
情
ミ
ス
テ
リ
ー
。

●『
遅
読
の
す
す
め
』

山
村

や
ま
む
ら

修
お
さ
む

著

読
書
と
い
え
ば
速
読
法
や
多
読
術
が
持
て
は

や
さ
れ
て
し
ま
う
昨
今
。
だ
が
、
読
書
は
速
度

か
分
量
か
。
ゆ
っ
く
り
で
な
け
れ
ば
得
ら
れ
な
い
「
効
能
」
が
読
書
に
は

あ
る
。
本
を
読
む
こ
と
本
来
の
「
快
」
を
取
り
戻
す
、
反
「
速
読
法
」
・

反
「
多
読
術
」
の
ス
ス
メ
。

◇
新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

頭あ
た
ま
に
や
さ
し
い
雑
学
読
本

ざ
つ
が
く
ど
く
ほ
ん竹

内
た
け
う
ち

均
ひ
と
し

私わ
た
し
の
遺
言

ゆ
い
ご
ん

佐さ

藤と
う

愛あ
い

子こ

寂
聴

じ
ゃ
く
ち
ょ
うの
あ
お
ぞ
ら
説
法

せ
っ
ぽ
う

瀬
戸
内
寂
聴

せ
と
う
ち
じ
ゃ
く
ち
ょ
う

山
旅

や
ま
た
び

の
絵え

本ほ
ん

中
村

な
か
む
ら

み
つ
を

日に

本ほ
ん

さ
ん
家（
ち
）の
家か

計け
い

簿ぼ

読
売
新
聞
経
済

よ
み
う
り
し
ん
ぶ
ん
け
い
ざ
い

部ぶ

「
お
じ
さ
ん
」
の
時じ

間か
ん

割わ
り太お

お

田た

空
真

く
う
し
ん

と
ま
ど
い
ボ
ケ
、
あ
り
ま
せ
ん
か
？

真さ
な

田だ

祥
一

し
ょ
う
い
ち

元げ
ん

気き

で
ね

佃
つ
く
だ

二ふ
た

葉ば

浮う
き

世よ

は
い
と
し
人
情

に
ん
じ
ょ
う

こ
い
し

夢ゆ
め

路じ

い
と
し

妻つ
ま

の
大
往
生

だ
い
お
う
じ
ょ
う

永え
い

六
輔

ろ
く
す
け

青
銅

せ
い
ど
う

の
騎
士

き

し

プ
ー
シ
キ
ン

猫ね
こ

月づ
き

夜よ

上
・
下

立
松

た
て
ま
つ

和わ

平へ
い

異
形

い
ぎ
ょ
う

の
将
軍

し
ょ
う
ぐ
ん

上
・
下

津つ

本も
と

陽よ
う

静し
ず

か
な
黄
昏

た
そ
が
れ

の
国く

に

篠し
の

田だ

節せ
つ

子こ

石い
し

に
泳お

よ

ぐ
魚

さ
か
な

柳ゆ
う

美
里

み

り

他

多

数

図
書
館
情
報

図
書
館
に
対
す
る
ご
意
見
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
図
書
の
所
蔵
や

予
約
は
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
も
、
図
書
館
の
蔵
書
が
検
索
で

き
ま
す
。

☎
２
８
６
―
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９
３
０

FAX
２
８
６
―

１
９
３
１

http://w
w
w
.tow

n.uchinada.
ishikaw

a.jp/osirase/toshokan

図
書
館
員
の 

ひ
と
り
ご
と
　 
 

8
そ
の 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
昨
年
中
は
多
く
の
方
に
図
書
館
を

ご
利
用
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
当
図
書
館
恒
例
の
年
末
年
始
に

お
け
る
冊
数
の
無
制
限
貸
出
し
に
よ
り
、

こ
の
お
正
月
を
読
書
三
昧
で
過
ご
さ
れ
た

方
も
多
か
っ
た
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
本
と
は
、
読
ま
れ
る
人
の
為

に
こ
の
世
に
生
ま
れ
、
そ
れ
を
そ
の
人
に

届
け
る
の
が
図
書
館
の
役
目
で
す
が
、
今

年
も
出
来
る
だ
け
多
く
の
人
に
図
書
館
を

利
用
し
て
い
た
だ
き
、
沢
山
の
本
が
読
ま

れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。当

図
書
館
で
は
、
年
間
約
十
三
万
冊
の

本
を
貸
出
し
し
て
お
り
ま
す
が
、
毎
年
お

お
よ
そ
七
万
冊
と
い
う
膨
大
な
新
刊
本
が

出
版
さ
れ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
利
用
者

が
は
じ
め
か
ら
タ
イ
ト
ル
名
指
し
で
借
り

る
本
は
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
は
書
架
か
ら

好
み
の
も
の
を
選
ん
で
借
り
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

貸
出
し
冊
数
を
伸
ば
す
に
は
、
利
用
者

の
要
求
を
的
確
に
把
握
し
蔵
書
に
反
映
す

る
と
い
う
こ
の
一
言
に
尽
き
る
訳
で
す

が
、
当
図
書
館
で
は
平
成
十
三
年
に
実
施

し
た
利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ

り
、
そ
の
要
求
は
、
趣
味
娯
楽
、
実
用
書

の
分
野
が
圧
倒
的
に
多
く
一
応
の
方
向
性

を
得
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

後
、
こ
れ
を
基
本
に
資
料
収
集
を
行
い
貸

出
し
も
順
調
に
伸
び
て
い
る
よ
う
で
す
。

（
同
調
査
で
教
養
や
専
門
書
等
の
分
野
に

対
す
る
要
望
が
意
外
と
少
な
か
っ
た
の

は
、
近
く
に
県
立
や
金
沢
市
立
と
い
っ
た

大
規
模
図
書
館
が
あ
る
た
め
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。）

な
お
、
最
近
公
共
図
書
館
が
貸
出
し
至

上
主
義
に
は
し
り
、
平
易
な
本
ば
か
り
を

揃
え
貸
本
屋
化
し
て
い
る
と
い
う
一
部
マ

ス
コ
ミ
や
出
版
者
か
ら
の
批
判
が
あ
り
ま

す
。
他
方
、
町
の
本
屋
さ
ん
で
は
、
評
価

を
得
た
格
調
の
高
い
本
が
あ
ま
り
売
れ
な

く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

資
料
収
集
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
う
し
た

現
状
を
充
分
に
踏
ま
え
、
資
料
の
多
様
性

や
図
書
館
で
揃
え
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い

資
料
も
あ
る
と
い
う
質
的
な
充
実
に
も
意

を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
申

す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

砂
丘
文
学
な
ど
文
芸
文
化
を
標
榜
す
る

内
灘
町
に
あ
っ
て
、
図
書
館
の
充
実
・
振

興
を
図
る
こ
と
は
不
可
欠
な
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
利
用
拡
大
に
よ
り
少
し
で
も
お

役
立
て
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
館
長
記
）



重
原
義
之
議
員
は
、
内
灘
町
議
会
議
員
と
し

て
三
十
五
年
以
上
在
職
さ
れ
、
そ
の
間
に
お
け

る
地
方
自
治
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
顕
著
な
ご
功

労
が
認
め
ら
れ
、
総
務
大
臣
よ
り
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

重
原
議
員
は
、
内
灘
町
が
村
か
ら
町
に
な
っ

て
間
も
無
い
、
昭
和
四
十
二
年
五
月
内
灘
町
議

会
議
員
に
就
任
以
来
、
連
続
九
期
も
の
長
い
間

そ
の
要
職
を
務
め
ら
れ
、
一
寒
村
か
ら
住
宅
都

市
へ
と
急
激
に
変
貌
を
遂
げ
る
中
、
都
市
基
盤

整
備
を
は
じ
め
町
政
の
各
般
に
わ
た
り
、
そ
の

促
進
に
尽
力
さ
れ
、
躍
進
す
る
今
日
の
内
灘
町

の
形
成
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

務
大
臣

感
謝
状
　
　

総
平
成
十
四
年
十
二
月
一
日
、
コ
ス
モ
ア
イ
ル
羽

咋
に
お
い
て
河
野
由
美
子
さ
ん
と
高
山
摂
子
さ
ん

が
石
川
県
体
育
指
導
委
員
協
議
会
功
労
者
表
彰
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

お
ふ
た
り
は
、
日
頃
か
ら
地
域
に
お
け
る
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
・
普
及
及
び
当
町
の
ス
ポ
ー
ツ

関
連
行
事
や
小
学
三
・
四
年
生
を
対
象
と
し
た
チ

ビ
ッ
子
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
指
導
を
永
年
努
め
ら
れ

る
等
、
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

川
県
体
育
指
導
委
員
協
議
会

功
労
者
表
彰
を
受
賞

石

皆様からのご連絡お便り、お待ちしています。

年
で
五
回
目
と
な
る
五

木
寛
之
氏
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
「
内
灘
砂
丘
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
十
二
月
七
日
内
灘
町

文
化
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。第

一
部
の
五
木
寛
之
氏
自
ら
の
講

演
で
は
、
信
ず
る
も
の
（
宗
教
）
を

持
つ
こ
と
が
国
際
人
と
し
て
の
資
格

で
あ
る
と
し
た
後
、
排
他
的
な
一
神

教
の
時
代
の
終
焉
を
唱
え
、
日
本
に

お
け
る
『
神
仏
混
交
』
は
異
文
化
と

の
共
存
を
認
め
る
日
本
の
す
ば
ら
し

さ
で
あ
る
と
説
き
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
進
行
パ
ー
ト
ナ
ー
の
女
優
辻

香
緒
里
さ
ん
と
共
に
、
稚
内
の
荒
れ
た
中

学
校
を
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
で
立
て
直

し
た
逸
話
を
持
つ
伊
藤
多
喜
雄
さ
ん
と

の
対
談
が
行
わ
れ
、
伊
藤
さ
ん
自
慢
の

喉
も
た
っ
ぷ
り
と
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
第
三
部
に
お
い
て
は
昨
年
に

続
き
内
灘
を
訪
れ
た
小
松
原
た
け
し
さ

ん
に
よ
る
内
灘
愁
歌
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
今
年
の
メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
と

し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
民
謡
で
あ
る
フ
ァ
ド

歌
手
月
田
秀
子
さ
ん
が
登
場
し
、
五
木
さ
ん

原
作
の
映
画
「
大
河
の
一
滴
」
の
主
題
歌
の
他
、

世
界
に
フ
ァ
ド
の
大
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
名
曲

「
暗
い
は
し
け
」
等
を
披
露
し
、
会
場
に

訪
れ
た
約
１
０
０
０
名
の
観
衆
を
魅
了

し
ま
し
た
。

河野由美子さん
（千鳥台）

高山　摂子さん
（大根布）
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ん
フ
ォ
ー
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ス

今



内
灘
町
大
学
１
丁
目
２
番
地
１

☎
２
８
６
│
６
７
２
０
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０
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│
０
６
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７

内
灘
町
子
ど
も
委
員
会

昨
年
十
一
月
二
十
三
日
（
土
・
祝
）、
河
北
潟
放

水
路
周
辺
お
よ
び
内
灘
海
岸
に
お
い
て
内
灘
町
子

ど
も
委
員
会
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
子

ど
も
た
ち
約
百
二
十
人
は
二
時
間
あ
ま
り
、
ご
み

袋
を
手
に
捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
や
、
砂
浜
に
打
ち

上
げ
ら
れ
た
流
木
や
ご
み
を
拾
い
集
め
、
ま
た
、

砂
浜
に
埋
め
ら
れ
た
ご
み
を
掘
り
返
し
な
が
ら
清

掃
活
動
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
環
境
保
全
と
リ
サ
イ
ク
ル
の

大
切
さ
を
考
え
な
が
ら
、
ご
み
を
捨
て
な
い
で
、

と
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
し
た
。

れ
い
な
海
が
好
き
!!

ご
み
を
捨
て
な
い
で
!!

き

十
二
月
三
日
（
火
）S

w
itch

う
ち
な
だ
、
町
教
育

委
員
会
、
河
北
郡
国
際
交
流
員
連
絡
会
が
協
力
し
、

「
び
っ
く
り
！
ジ
ャ
パ
ン
！
」
と
題
し
た
日
本
と
外
国

の
違
い
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
ハ

マ
ナ
ス
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
パ
ネ
ラ
ー
と
し

て
参
加
し
た
の
は
河
北
郡
内
の
役
場
に
勤
務
す
る
国
際

交
流
員
の
み
な
さ
ん
。

日
本
に
留
学
し
た
学
生
時
代
に
受
け
た
印
象
か
ら
、

現
在
の
勤
務
先
の
印
象
ま
で
。『
お
い
で
』
と
『
来
る

な
』
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
の
違
い
で
電
車
に
乗
り
遅
れ
た

話
や
、
デ
ー
ト
の
時
に
扉
を
開
け
て
く
れ
な
い
日
本
の

男
性
に
つ
い
て
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ユ

ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
紹
介
し
ま
し
た
。

っ
く
り
！

ジ
ャ
パ
ン
！

び鶴
ヶ
丘
小
学
校
に
お
い
て
、
今
年
度
総
合
学
習
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
米
作
り
体
験
事
業
の
締
め
く

く
り
、『
餅
つ
き
大
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
鶴
ヶ
丘
東
保
育
所
、
誠
美
幼
稚
園
の

年
長
さ
ん
を
招
待
し
、
手
作
り
の
お
餅
が
振
る

舞
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
中
に
は
餅
つ

き
を
初
め
て
見
る
子
も
多
く
、「
よ
い
し
ょ

ー
！
よ
い
し
ょ
ー
！
」
と
大
き
な
か
け
声
を
か

け
る
な
ど
、
お
お
は
し
ゃ
ぎ
の
様
子
で
し
た
。

田
植
え
か
ら
収
穫
、
そ
し
て
餅
つ
き
と
一
年
を

通
じ
お
世
話
に
あ
た
っ
た
高
道
さ
ん
（
鶴
ヶ
丘
）。
米

づ
く
り
以
外
に
も
さ
つ
ま
い
も
の
作
り
方
や
、
き
ゅ
う

り
、
な
す
、
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
多
く
の
作
物
を
通
じ
、

児
童
に
接
し
て
き
ま
し
た
。「
こ
の
餅
つ
き
大
会
は
自

分
の
中
の
恒
例
の
行
事
と
な
っ
て
い
る
。
元
気
な
子
ど

も
達
に
元
気
を
分
け
て
も
ら
っ
て
い
る
よ
う
で
や
め
ら

れ
な
い
」
と
頬
を
ゆ
る
め
ま
し
た
。

ヶ
丘
小

餅
つ
き
大
会

鶴
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石
川
県
庁
が
移
転
し
、
平
成
十
五
年
一
月
か
ら

で
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

な
お
、
内
灘
町
か
ら
バ
ス
で
県
庁
へ
行
く
場
合
に
は
、

医
科
大
病
院
前
バ
ス
停
と
向
陽
台
バ
ス
停
か
ら
急
行
・
特

急
バ
ス
が
一
日
約
三
十
便
出
て
お
り
ま
す
。（
県
立
中
央
病

院
前
バ
ス
停
で
下
車
）

ま
た
、
金
沢
駅
西
口
か
ら
は
、
駅
西
シ
ャ
ト
ル
線
（
シ

テ
ィ
ラ
イ
ナ
ー
）
も
出
て
お
り
ま
す
。

庁
が

移
転
し
ま
し
た
　
　

県〒
９
２
０
―
８
５
８
０

金
沢
市
鞍
月
１
丁
目
１
番
地

☎
２
２
５
―
１
１
１
１
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役　場　代　表 286－1111

町　民　部
町 民 生 活 課 286－6701
環 境 対 策 室 286－6701
保健センター 286－6101
保 険 年 金 課 286－6702
介 護 保 険 室 286－6703

産業建設部
産 業 経 済 課 286－6708
建　　設　　課 286－6710
都 市 計 画 課 286－6712
北部開発対策室 286－6713

教育委員会
生 涯 学 習 課 286－6716
学 校 教 育 課 286－6717

総　務　部
総　　務　　課 286－6720
町史編さん室 286－6720
財 務 検 査 室 286－6720
人 事 秘 書 室 286－6721
企 画 調 整 課 286－6723
税　　務　　課 286－6706

企　業　局
水　　道　　課 286－1115
新エネルギー開発対策室 286－1115
下　水　道　課 286－6718

出　　納　　室 286－6707
議 会 事 務 局 286－6715
消　防　本　部 286－3301
図　　書　　館 286－1930
文　化　会　館 286－1123
働 く 婦 人 の 家 237－6440
屋内温水プール 286－1800
（財）公共施設等管理公社 286－1800
社会福祉協議会 286－6950

お問い合わせは
こちらまで

職
種
及
び
採
用
人
員
▼

（1）
事
務
補
助
員
　
　
　
　
　
　
　
　
２
名

（2）
事
務
補
助
員
（
レ
セ
プ
ト
点
検
）
１
名

（3）
電
話
交
換
手
　
　
　
　
　
　
　
　
１
名

（4）
保
育
士
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
名

（5）
児
童
厚
生
員
（
学
童
保
育
）

５
名

（6）
公
民
館
主
事
　
　
　
　
　
　
　
　
８
名

（7）
役
場
庁
舎
用
務
員
　
　
　
　
　
　
１
名

（8）
学
校
校
務
員
　
　
　
　
　
　
　
　
１
名

（9）
自
動
車
運
転
業
務
員
　
　
　
　
　
１
名

応
募
資
格
▼

①
内
灘
町
に
在
住
す
る
健
康
な
方

・
（1）
、
（2）
、
（6）
に
つ
い
て
は
55
歳
以
下

・
（3）
、
（5）
、
（7）
、
（8）
、
（9）
に
つ
い
て
は
60
歳

以
下

・
（4）
に
つ
い
て
は
45
歳
以
下

※
年
齢
は
平
成
15
年
３
月
31
日
現
在

②
職
種
（4）
は
保
育
士
免
許
保
有
者
。
（1）
、
（2）
、

（5）
、
（6）
に
つ
い
て
は
パ
ソ
コ
ン
を
扱
え
る

方
。

③
（3）
、
（7）
以
外
に
つ
い
て
、
普
通
自
動
車
運

内
灘
町
嘱
託
職
員
募
集

転
免
許
保
有
者
。

勤
務
条
件
等
▼

①
賃
　
　
金

職
種
（1）
〜
（6）
は
月
額
１
３
６，

７
０
０
円

（7）
、
（8）
は
月
額
１
３
２，

５
０
０
円

（9）
は
　
　
月
額
１
５
８，

３
０
０
円

②
勤
務
日
　

原
則
、
月
〜
金
曜
日

（
土
、
日
曜
日
勤
務
の
職
種
有
）

③
そ
の
他

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用
保
険

有
。
そ
の
他
町
規
定
に
よ
る
。

採
用
予
定
日
▼
平
成
15
年
４
月
１
日
（火）

応
募
期
限
▼
平
成
15
年
１
月
24
日
（金）

応
募
要
領
▼

総
務
部
総
務
課
受
付
で
交
付
す
る
願
書
、
履

歴
書
を
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

面
接
試
験
▼

日
時
、場
所
は
後
日
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

願
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

総
務
部
総
務
課
受
付

職
種
及
び
採
用
人
員
▼

事
務
職
員
　
１
名

応
募
資
格
▼

内
灘
町
に
住
所
を
有
す
る
45
歳
ま
で
の
健
康

で
簿
記
３
級
、
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
の
で
き
る

方
。（
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方
）

業
務
内
容
▼

①
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
財
務
会
計

②
一
般
事
務
関
係

勤
務
条
件
等
▼

①
賃
金
月
額

１
３
６，

７
０
０
円

②
勤
務
日

原
則
、
月
〜
金
曜
日

③
そ
の
他

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用
保
険

有
。
そ
の
他
社
会
福
祉
協
議
会
規
定
に
よ

る
。

採
用
予
定
日
▼
平
成
15
年
４
月
１
日
（火）

応
募
期
限
▼
平
成
15
年
２
月
20
日
（木）

応
募
要
領
▼

内
灘
町
社
会
福
祉
協
議
会
窓
口
で
交
付
す
る

願
書
・
履
歴
書
に
健
康
診
断
書
を
添
え
て
期

限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

面
接
試
験
▼

日
時
、
場
所
は
本
人
に
後
日
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

願
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

内
灘
町
社
会
福
祉
協
議
会

内
灘
町
社
会
福
祉
協
議
会
嘱
託
職
員
募
集
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保
育
所
パ
ー
ト
職
員
募
集

職
種
▼
・
保
育
士
助
手

・
調
理
員
助
手

応
募
資
格
▼
内
灘
町
在
住
で
年
齢
50
歳
ま
で
の

健
康
な
方
。

採
用
人
員
▼
若
干
名

賃
金
▼

保
育
士
助
手
　
時
給
９
０
０
円
〜
９
４
０
円

調
理
員
助
手
　
時
給
８
６
０
円
〜
９
０
０
円

勤
務
時
間
▼

保
育
士
助
手

①
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

②
午
後
０
時
〜
午
後
４
時

③
午
後
４
時
〜
午
後
７
時

調
理
員
助
手

午
前
８
時
〜
午
後
０
時
30
分

応
募
期
限
▼
１
月
31
日
（金）

応
募
要
領
▼
町
民
生
活
課
で
交
付
す
る
願
書
、

履
歴
書
を
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
各
々
の
有
資
格
者
を
優
遇
し
ま
す
。

面
接
試
験
▼
日
時
、
場
所
は
本
人
に
後
日
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

願
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

町
民
部
町
民
生
活
課

―
「
内
灘
町
史
　
第
二
編
」
編
さ
ん
―

昔
の
写
真
、
古
文
書
は

あ

り

ま

せ

ん

か

内
灘
町
で
は
、
平
成
16
年
度
発
刊
を
目
指
し

て
、「
内
灘
町
史
　
第
二
編
」
の
編
さ
ん
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
皆
様
方
の
お
家
に
昔
の
内
灘
町
の

風
景
や
今
は
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
学
校
等
の

建
物
、
当
時
の
生
活
の
様
子
の
わ
か
る
写
真
・

絵
・
ス
ケ
ッ
チ
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？
ま
た
、
古

文
書
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
町
史
編
さ
ん

室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
借
り
し
た
写

真
・
絵
・
ス
ケ
ッ
チ
・
古
文
書
等
は
責
任
を
持

っ
て
お
返
し
い
た
し
ま
す
。

連
絡
先
▼
総
務
部
町
史
編
さ
ん
室

65
歳
か
ら
医
療
費
助
成
が

受

け

ら

れ

ま

す

内
灘
町
で
は
65
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
１
日

生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）
か
ら
か
か
っ
た
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
該
当
者
▼

昭
和
13
年
２
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

注：

65
歳
に
な
ら
れ
る
方
で
障
害
手
帳
１

級
・
２
級
・
３
級
及
び
療
育
Ａ
の
手
帳

を
お
持
ち
の
方
は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。

申
請
受
付
開
始
日
▼
１
月
23
日
（木）

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
▼

印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
銀
行
預
金
通
帳
（
受

給
者
本
人
の
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
）

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険
（
社
会
保

険
・
共
済
等
）に
加
入
の
方
も
申
請
で
き
ま
す
。

「
償
却
資
産
申
告
書
」
の

提

出

依

頼

に

つ

い

て

内
灘
町
内
に
償
却
資
産
（
土
地
・
家
屋
以
外

の
事
業
の
用
に
供
し
て
い
る
機
械
・
器
具
及
び

付
属
設
備
な
ど
）
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
次

の
と
お
り
必
要
事
項
を
記
入
し
た
償
却
資
産
申

告
書
を
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

１
　
平
成
14
年
度
の
償
却
資
産
申
告
書
を
提
出

さ
れ
て
い
る
方
は
、
平
成
14
年
中
の
増
加
又

は
減
少
資
産
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

２
　
平
成
14
年
１
月
１
日
以
降
に
事
業
を
開
業

し
た
方
、
又
は
税
務
課
か
ら
償
却
資
産
申
告

書
に
「
全
資
産
申
告
」
と
お
願
い
し
た
方
は
、

平
成
15
年
１
月
１
日
現
在
の
全
資
産
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

３
　
償
却
資
産
の
増
額
が
な
い
場
合
、
又
は
廃

業
、
解
散
さ
れ
た
場
合
で
も
そ
の
旨
を
備
考

欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
日
▼
平
成
15
年
１
月
24
日
（金）

※
償
却
資
産
申
告
書
の
提
出
期
限
は
、
１
月
31

日
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
事
務
処
理
の
都
合

上
、
前
記
期
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
▼
総
務
部
税
務
課

「
給
与
支
払
報
告
書
」
の

提

出

依

頼

に

つ

い

て

「
事
業
主
の
皆
様
方
へ
」

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
、
給
与
を
支
払
っ
て

い
る
事
業
主
の
方
は
、
法
の
定
め
に
よ
り
前

年
中
に
支
払
っ
た
給
与
の
総
額
等
必
要
事
項

を
記
入
し
た
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

提
出
期
日
▼
平
成
15
年
１
月
31
日
（金）

提
出
先
▼
従
業
員
の
平
成
15
年
１
月
１
日
現
在

の
居
住
地
の
市
区
町
村
住
民
税
担
当
課

※
な
お
、
す
で
に
総
括
表
（
給
与
支
払
報
告
書

用
）
を
お
送
り
し
て
あ
る
事
業
所
に
つ
き
ま

し
て
は
、
必
ず
添
付
方
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
総
務
部
税
務
課

土
地
・
家
屋
の
異
動
届
出
に
つ
い
て

平
成
15
年
度
の
固
定
資
産
税
評
価
額
を
決
定

す
る
た
め
、
平
成
14
年
中
に
異
動
の
あ
っ
た
土

地
、
家
屋
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
平
成
15
年
１
月

17
日
（金）
ま
で
に
、
役
場
税
務
課
へ
申
告
又
は
届

出
を
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
届
出
の
必
要
な
方
は
、
平
成
14
年
度

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
の
最
終
ペ
ー
ジ
添
付

の
「
は
が
き
」
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

【
届
出
の
必
要
な
方
】

①
住
宅
用
地
を
取
得
さ
れ
た
場
合

②
住
宅
用
地
を
変
更
し
た
場
合

③
家
屋
の
増
築
を
し
た
場
合

④
未
登
記
の
家
屋
を
売
買
し
た
場
合

⑤
住
宅
を
住
宅
以
外
に
使
用
し
た
場
合

⑥
住
宅
以
外
の
家
屋
を
住
宅
と
し
て
使
用
し

た
場
合

問
い
合
わ
せ
先
▼
総
務
部
税
務
課
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第４期第３期

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
医
療
費
助
成

を
１
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
す
！

〜
長
期
の
病
気
に
も
安
心
〜

内
灘
町
で
は
こ
れ
ま
で
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

父
親
・
母
親
や
児
童
が
病
気
に
な
り
、
通
院
や

入
院
し
た
場
合
に
「
ひ
と
り
親
家
庭
等
療
養
見

舞
金
」
を
支
給
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
15
年

１
月
１
日
か
ら
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額
に
応

じ
て
助
成
す
る
「
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助

成
制
度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

万
一
病
気
と
な
り
医
療
費
が
高
額
と
な
る
よ
う

な
治
療
の
場
合
で
も
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

実
施
年
月
日
▼

平
成
15
年
１
月
１
日
診
療
分
か
ら

助
成
対
象
者
▼

・
母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
児
童

・
父
子
家
庭
の
父
お
よ
び
児
童

・
父
母
の
い
な
い
児
童

対
象
児
童
の
年
齢
▼

満
18
歳
ま
で
〔
助
成
期
間
は
18
歳
に
達
す
る

日
以
降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
「
障
害
の

あ
る
児
童
は
20
歳
未
満
ま
で
」〕

※
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
な
ど
他
の
医
療
費

助
成
制
度
対
象
者
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

助
成
額
（
支
給
額
）
▼

医
療
保
険
制
度
上
の
一
部
負
担
金
か
ら
、

１，

０
０
０
円
（
月
額
）
を
差
し
引
い
た
額

※
助
成
を
受
け
る
に
は
、
事
前
に
受
給
資
格
の

申
請
が
必
要
で
す
。

受
給
資
格
申
請
に
必
要
な
も
の
▼

保
険
証
、
印
鑑
、
申
請
者
名
義
の
預
金
口
座

番
号

助
成
金
の
請
求
申
請
に
必
要
な
も
の
▼

受
給
資
格
証
、
保
険
証
、
印
鑑
、
医
療
費
の

領
収
書

申
請
お
よ
び
請
求
先
▼
町
民
部
町
民
生
活
課

※
な
お
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
療
養
見
舞
金
は
平

成
14
年
12
月
31
日
ま
で
の
通
院
又
は
入
院
に

対
し
て
適
用
と
な
り
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

６
歳
到
達
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
医
療
費
の

助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

従
来
の
４
歳
児
の
通
院
費
、
５
歳
児
の
入
院

費
が
、
通
院
・
入
院
共
に
６
歳
到
達
後
最
初
の

３
月
31
日
（
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
）
ま
で

に
助
成
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
成

14
年
４
月
１
日
診
療
分
よ
り
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
０
歳
児
は
各
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
の

全
額
、
１
歳
児
か
ら
６
歳
児
は
各
月
の
医
療

費
の
自
己
負
担
額
か
ら
１，

０
０
０
円
を
差

し
引
い
た
額
を
助
成
し
ま
す
。

※
予
防
接
種
等
保
険
外
診
療
は
助
成
の
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

◆
医
療
証
の
交
付
申
請
に
必
要
な
も
の
（
出
生

届
時
と
同
時
に
申
請
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

保
険
証
、
印
鑑
、

保
護
者
名
義
の
預
金
口
座
番
号

◆
助
成
金
の
請
求
申
請
に
必
要
な
も
の

医
療
証
、
印
鑑
、
医
療
費
の
領
収
書
、

保
険
証

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
部
町
民
生
活
課

平成14年度

第１期 第２期

介護保険からのお知らせ　１月は介護保険料の納期です

○普通徴収（口座振替・納付書による金融機関への納付）
平成14年度中に65歳に到達される方については、平成15年９月までは普通徴収となります。

○特別徴収（年金からの天引き）
平成13年度中に65歳に到達し、第１号被保険者の資格を取得された方は、原則、平成14年10月から納付方法

が、年金からの天引き（特別徴収）に変更となっていますので、ご注意ください。

（普通徴収の納期）

普通徴収（年金から天引きとならない方）の平成14年度第４期分の納期限は、１月31日（金）
です。納め忘れのないようにお願いします。

◎介護保険に関するお問い合わせは　町民部介護保険室

第５期

７月10日～
７月31日

９月１日～
９月30日

11月１日～
12月２日

１月１日～
１月31日

３月１日～
３月31日

保険料の納入には便利な口座振替を

保険料の納入には口座振替による納入が

便利です。金融機関・郵便局・役場で手続

きができます。

年 金 の お 届 け も お 忘 れ な く

年金についての届け出が遅れると、年金が受けられなく

なり、介護保険料の天引きができなくなる場合があります。

年金の現況届は速やかに提出しましょう。



2003.1.5.（13）

暮
ら
し
の
情
報

積

雪

時

の

メ

ー

タ

ー

検

針

に

つ

い

て

水
道
課
で
は
毎
月
５
日
を
基
準
日
と
し
て
メ

ー
タ
ー
検
針
に
伺
っ
て
い
ま
す
が
、
冬
期
間
は

積
雪
に
よ
り
検
針
で
き
な
い
家
庭
も
で
て
き
ま

す
。
積
雪
に
よ
り
検
針
が
で
き
な
い
場
合
は
過

去
３
ヵ
月
間
の
使
用
水
量
の
平
均
を
も
っ
て
料

金
を
計
算
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
検
針
員
が
郵
便
受
け
な
ど
に

入
れ
る
「
使
用
水
量
・
料
金
の
お
知
ら
せ
」
用

紙
に
「
雪
の
事
由
に
よ
り
使
用
水
量
を
認
定
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
表
示
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
実
際
の
使
用
水
量
と
認
定
水
量
と
の

差
は
翌
月
に
精
算
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で

ご
了
承
願
い
ま
す
。

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
内
灘

〜
ジ
ャ
ズ
の
リ
ズ
ム
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
〜

出
演
者
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

日
時
▼
平
成
15
年
４
月
20
日
（日）

午
後
２
時
〜
４
時

会
場
▼
内
灘
町
役
場
町
民
ホ
ー
ル

締
め
切
り
▼
平
成
15
年
１
月
31
日

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

主
催
▼
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in
内
灘
実
行
委
員
会

共
催
▼
内
灘
町
教
育
委
員
会

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
を

冬
期
間
は
凍
結
に
よ
っ
て

水
道
管
が
破
損
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

屋
外
の
配
管
や
蛇
口
付
近
は
破
損
事
故
に
あ

い
や
す
い
の
で
、
保
温
材
と
し
て
、
簡
単
に
で

き
る
保
温
チ
ュ
ー
ブ
（
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
に

あ
り
ま
す
）
を
巻
く
か
、
あ
る
い
は
夜
間
に
蛇

口
か
ら
少
し
水
を
出
し
て
お
く
等
を
し
て
凍
結

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

万
が
一
漏
水
し
た
場
合
は
、
メ
ー
タ
ー
器
横

の
止
水
バ
ル
ブ
で
水
を
止
め
、
水
道
業
者
に
修

理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
破
損
は
し
て
い
な
い
が
凍
結
し
て
水

が
出
な
い
場
合
は
、
凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
や

布
を
か
ぶ
せ
、
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
と
か
け

て
く
だ
さ
い
（
熱
湯
を
急
に
か
け
た
り
す
る
と

ヒ
ビ
割
れ
や
破
損
を
お
こ
す
場
合
が
あ
り
ま

す
）。

「
ほ
っ
と
石
川
観
光
倶
楽
部
」

平
成
15
年
個
人
会
員
募
集
中
！！

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
放
送
を
き
っ
か
け
に

石
川
の
魅
力
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す

あ
な
た
も
、「
ほ
っ
と
石
川
観
光
倶
楽
部
」

の
会
員
と
な
っ
て
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
石
川
県
で

ほ
っ
と
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か

１
「
ほ
っ
と
石
川
観
光
倶
楽
部
」
の
概
要

石
川
県
の
観
光
フ
ァ
ン
を
広
く
全
国
か
ら

草
の
根
レ
ベ
ル
で
募
集
し
、
本
県
の
ほ
っ
と

な
観
光
情
報
の
提
供
や
企
業
会
員
を
利
用
す

る
際
に
割
引
等
が
受
け
ら
れ
る
制
度
で
、
会

員
が
旅
行
す
る
と
き
に
心
強
い
味
方
と
な
り

ま
す
。

２
　
制
度
の
概
要
・
特
典

個
人
会
員

①
グ
ル
ー
プ
会
員
（
年
会
費
２，

０
０
０
円
）

４
名
で
２，
０
０
０
円（
１
人
あ
た
り
５
０
０
円
）

・
季
節
ご
と
に
観
光
情
報
誌
「
い
し
か
わ
っ

ふ
る
」
を
提
供
し
ま
す
。（
年
４
回
）

・
企
業
会
員
利
用
（
４
名
分
ま
で
）
の
累
積

に
よ
り
、
景
品
を
進
呈
し
ま
す
。

・
観
光
パ
ス
ポ
ー
ト
（
県
内
観
光
地
や
企
業

会
員
の
掲
載
）
を
進
呈
し
ま
す
。

・
観
光
パ
ス
ポ
ー
ト
に
載
っ
て
い
る
特
典
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

②
正
（
シ
ン
グ
ル
）
会
員

（
年
会
費
１，

０
０
０
円
）

・
季
節
ご
と
に
観
光
情
報
誌
「
い
し
か
わ
っ

ふ
る
」
を
提
供
し
ま
す
。

・
観
光
パ
ス
ポ
ー
ト
に
載
っ
て
い
る
特
典
を

１
名
ま
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
企
業
会
員
利
用
（
１
名
分
ま
で
）
の
累
積

に
よ
り
、
景
品
を
進
呈
し
ま
す
。

・
観
光
パ
ス
ポ
ー
ト
を（
企
業
会
員
を
掲
載
）

進
呈
し
ま
す
。

③
準
会
員
（
観
光
パ
ス
ポ
ー
ト
所
持
者
）
…
１

名
様
が
特
典
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
観
光
情
報
誌
等
他
の
特
典
は
あ
り
ま
せ
ん
。

企
業
会
員

個
人
会
員
の
ご
来
店
を
約
300
社
の
企
業
会

員
が
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

３
　
会
員
手
続
き

所
定
の
申
込
書
に
よ
り
、
会
費
を
添
え
て

郵
便
局
か
ら
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

平
成
15
年
度
の
会
員
期
間
は
、
手
続
き
完

了
日
（
２
週
間
程
度
）
か
ら
、
平
成
15
年
12

月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

石
川
県
観
光
推
進
総
室

☎
２
２
５
―
１
５
３
７

石
川
県
観
光
連
盟

☎
２
３
２
―
２
１
３
８

さ
ら
に
お
得
な
ポ
イ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

を
ご
用
意
し
て
い
ま
す

企
業
会
員
（
約
300
社
）
を
10
社
利
用

（
同
一
企
業
は
１
社
と
し
て
計
算
）
し
た

場
合
、
領
収
書
、
レ
シ
ー
ト
等
を
事
務
局

ま
で
送
付
す
る
と

３
ヵ
月
ご
と
に
抽
選
で
30
名
様
に

５，

０
０
０
円
相
当
の
特
産
品
や
図

書
券
等
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
!!

抽
選
漏
れ
の
方
に
は
粗
品
を
進
呈
い
た

し
ま
す
。

保温図

例１

のり付け

布きれなどを
巻き、鉄線で
しばる。その
上からビニー
ルテープなど
を巻く。

例２

（1）

（2）
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平成14年度入札契約一覧（100万円以上） （単位：円）

内灘町では、公正な入札・契約を推進するため、入札予定価格の事前公表を試行しています。
試行の対象は、予定価格500万円以上の建設工事です。

（予定価格事前公表試行対象の入札）

１ 11月18日 文化会館フォローピンスポット改修工事 米沢電気工事㈱ 3,885,000
２ 11月27日 財務会計サーバー購入業務 北国インテックサービス㈱ 1,449,000

番号 入札月日 入　　　　札　　　　名 落 札 業 者 契約金額（税込み）

３ 12月13日 内灘町風力発電所（仮称）建設工事 ㈱日本製鋼所 372,871,726 384,535,200
４ 12月10日 E37街区宅地整地工事 ㈱茶谷組 12,600,000 12,833,100
５ 12月10日 E38街区宅地整地工事 ㈱表井建設 13,230,000 13,324,500

番号 入札月日 入　　　　札　　　　名 落 札 業 者 契約金額（税込み） 予定価格（税込み）

石
川
県
内
の
各
最
低
賃
金
の
改
正
状

況
に
つ
い
て
は
、
県
内
全
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
る
「
石
川
県
最
低
賃
金
」

は
、
平
成
14
年
10
月
１
日
か
ら
日
額
の

最
低
賃
金
が
廃
止
さ
れ
、
時
間
額
の
み

の
最
低
賃
金
（
金
額
は
平
成
13
年
度
に

改
正
さ
れ
た
645
円
の
ま
ま
据
え
置
く
）

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
特
定
の
産
業
を
対
象
と
す
る

「
産
業
別
最
低
賃
金
」
に
つ
い
て
は
、

５
件
の
産
業
別
最
低
賃
金
が
改
正
さ

れ
、
平
成
14
年
12
月
26
日
又
は
12
月
29

日
か
ら
発
効
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

石
川
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

（
☎
２
６
５
―
４
４
２
５
）
又
は
最

寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
の
紛
争
解
決
の
た
め
に
・・・

金
沢
相
談
室
で
相
談
を
！

相
談
に
当
た
っ
て
は
、
秘
密
厳
守
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
電
話
で
必
ず
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
予

約
の
電
話
は
、
毎
日
（
土
日
・
休
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
予
約
の
な
い
場
合
、
及
び
電
話
相
談

の
み
は
、
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

詳
し
い
相
談
の
仕
方
・
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（h
ttp
://w

w
w
.jc
s
ta
d
.o
r.jp

/

）

問
い
合
わ
せ
先
▼

財
団
法
人
交
通
事
故
紛
争
処
理
セ
ン
タ
ー

金
沢
相
談
室

〒
９
２
０
―
０
８
５
３

金
沢
市
本
町
２
―
11
―
７

金
沢
フ
コ
ク
生
命
駅
前
ビ
ル
12
階

☎
２
３
４
―
６
６
５
０

業　　　種 日　額 時間額 発効年月日

石川県紡績、染色整理、綱・網製造業 5,544 円

6,102 円

5,406 円

6,194 円

6,194 円

5,690 円

5,883 円

693 円 平成14年12月29日

平成11年12月26日

平成05年12月26日

平成14年12月26日

平成14年12月26日

平成14年12月26日

平成14年12月29日

763 円

676 円

775 円

775 円

712円

737円

石川県洋食器・刃物・手道具・金物・製造業（略称）

石川県建設用・建築用金属製品製造業（略称）

石川県金属素形材製品、ボルト・ナット・リベット・小
ねじ・木ねじ等、その他の金属製品、一般機械器具、発
電用・送電用・配電用・産業用電気機械器具製造業

石川県自動車・同附属品、自転車・同部分品製造業

石川県民生用電気機械器具、電子応用装置、情報通信
機械器具、電子部品・デバイス、磁気テープ・磁器デ
ィスク製造業

石川県百貨店、総合スーパー（50人以上の各種商品小売業）

※産業別最低賃金には、業種、年齢、業務等によっては、適用とならない場合がありますが、この場合
には石川県最低賃金が適用となります。

石
川
県
内
の
最
低
賃
金
の
改
正
の
お
知
ら
せ

相談無料

弁
護
士
が
中
立
・
公
正
な

立
場
で
直
接
ご
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

石川県最低賃金

時間額

645円
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暮
ら
し
の
情
報

暮
ら
し
の
情
報

国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、
教
育
に
か
か
る

ご
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し
た

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
は
、
高
校
、
大
学
な

ど
へ
入
学
さ
れ
る
お
子
さ
ま
や
在
学
し
て
い
る

お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
の
方
で
す
。

ご
融
資
の
対
象
と
な
る
学
校
は
、
高
校
、
大

学
の
ほ
か
専
修
・
各
種
学
校
、
職
業
訓
練
校
な

ど
で
、
現
在
注
目
を
集
め
て
い
る
海
外
留
学
に

つ
い
て
も
、
外
国
の
大
学
な
ど
へ
留
学
す
る
場

合
に
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

手
続
き
が
簡
単
な
こ
と
や
、
入
学
時
の
み
な

ら
ず
在
学
中
の
教
育
費
用
に
つ
い
て
も
取
り
扱

い
が
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
昭
和
54
年
に
制

度
が
発
足
し
て
以
来
、
延
べ
320
万
人
を
超
え
る

方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

制
度
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
▼

高
校
、
大
学
、
専
修
学
校
な
ど
ご
融
資
の
対

象
と
な
る
学
校
に
入
学
・
在
学
さ
れ
る
方
の

保
護
者
で
、
世
帯
の
年
間
収
入
が
990
万
円

（
事
業
所
得
者
の
方
は
770
万
円
）
以
内
の
方

ご
融
資
金
額
▼

学
生
・
生
徒
お
一
人
に
つ
き
200
万
円
以
内

お
使
い
み
ち
▼

・
学
校
納
付
金
（
入
学
金
、
授
業
料
な
ど
）

・
受
験
に
か
か
っ
た
費
用
（
受
験
料
、
交
通
費
、

宿
泊
費
な
ど
）

・
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷
金
、
家
賃
な

ど

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
の
ご
案
内

・
教
科
書
代
、
教
材
費
、
パ
ソ
コ
ン
購
入
費
、

国
民
年
金
保
険
料
な
ど

利
　
率
▼

年
1.6
％
（
平
成
14
年
11
月
11
日
現
在
）（
予

定
）

ご
融
資
期
間
▼

10
年
以
内
（
母
子
家
庭
・
交
通
遺
児
家
庭
の

方
は
１
年
の
延
長
が
可
能
）

据
置
期
間
▼

在
学
期
間
以
内
（
ご
融
資
期
間
に
含
ま
れ
ま

す
。）

ご
返
済
方
法
▼

毎
月
元
利
均
等
返
済
（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返

済
も
可
能
）

保
　
証
▼

（財）
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金
ま
た
は
連
帯
保

証
人

問
い
合
わ
せ
先
▼

国
民
生
活
金
融
公
庫
　
金
沢
支
店

金
沢
市
川
岸
町
47

☎
２
６
３
―
７
１
９
１

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
利
用
し
て

授
業
を
行
う
正
規
の
大
学
で
す

視
聴
方
法
▼

・
ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
Ｔ
Ｖ
！
（
テ
レ
ビ
205

ch
・
ラ
ジ
オ
500
ch
）
全
国
放
送
中
！

・
地
上
放
送
（
テ
レ
ビ
Ｕ
Ｈ
Ｆ
16
ch
・
ラ
ジ
オ

Ｆ
Ｍ
77.1
MHz
）
関
東
地
域

・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
（
放
送
大
学
の
番
組
を
放
送
し
て

い
る
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
局
で
視
聴
で
き
ま
す
）

募
集
学
生
▼

〔
教
養
学
部
〕

全
科
履
修
生

（
４
年
以
上
在
学
し
、「
学
士
（
教
養
）」
の

学
位
の
取
得
を
目
指
す
学
生
）

選
科
履
修
生

（
１
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修

す
る
学
生
）

科
目
履
修
生

（
１
学
期
間
「
６
か
月
」
在
学
し
、
希
望
す

る
科
目
を
履
修
す
る
学
生
）

◎
特
長

・
「
学
士
（
教
養
）」
の
学
位
が
取
得
で
き
ま
す
。

（
全
科
履
修
生
）

・
15
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
入
学
で
き
、
人

文
・
社
会
・
自
然
・
産
業
等
の
幅
広
い
分
野
の
科

目
（
約
300
科
目
）
か
ら
学
べ
ま
す
。（
選
科
・
科

目
履
修
生
）

・
短
期
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
か
ら
も
３
年
次
編
入

学
が
で
き
ま
す
。（
全
科
履
修
生
）

・
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
現
職
教
員
の
方
等
の
上
位
・
他
教
科
等
の
免
許
状

取
得
に
利
用
で
き
ま
す
。

〔
大
学
院
〕

修
士
科
目
生

（
自
分
の
学
習
・
研
究
し
た
い
科
目
を
選
択

し
て
、
１
科
目
か
ら
履
修
す
る
学
生
）

※
「
修
士
（
学
術
）」
の
学
位
の
取
得
を
目

指
す
修
士
全
科
生
の
募
集
は
終
了
し
て
い

ま
す
。）

募
集
期
限
▼

平
成
15
年
２
月
28
日
（金）
ま
で

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

〒
９
２
１
―
８
８
１
２

石
川
県
石
川
郡
野
々
市
町
扇
ケ
丘
７
―
１

金
沢
工
業
大
学
内

放
送
大
学
　
石
川
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
２
４
６
―
４
０
２
９

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.u
-air.ac.jp

/h
p

Ｆ
Ａ
Ｘ
情
報
サ
ー
ビ
ス

☎
０
４
３
―
２
１
１
―
８
３
５
１

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
―
８
６
４
―
６
０
０

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス
「
放
送
大
学
」

平
成
15
年
度
第
１
学
期
学
部
生
・
大
学
院
修
士
科
目
生
学
生
募
集

◎
特
長

・
18
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
入
学
で
き
ま
す
。

・
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
修
得
し
た
単
位
は
修
士
全
科
生
と
し
て
入
学
し
た

場
合
、
原
則
と
し
て
修
了
す
る
た
め
の
単
位
と
し

て
使
え
ま
す
。

・
現
職
教
員
の
方
等
の
専
修
免
許
状
取
得
に
利
用
で

き
ま
す
。
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知 っ 得 情 報

○登録できる品物　家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、音楽用品、
ベビー用品、制服（町内小中学校）

○無料での提供のみお取扱いします。
※写真を掲載したい方は、ご相談ください。

希望者、提供者の方の登録をお待ちしています！！

（12月25日まで受付分）

希望者 提供者 交渉成立 

環境対策室 

紹介 登
　
録
（
６
カ
月
間
） 

登
　
録
（
６
カ
月
間
） 

不用品リサイクルの登録情報は内灘町のホームページでもご覧いただけます。
http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku

◇登録、問い合わせ先　町民部環境対策室　☎286－6701

譲
り
ま
す 

新
着
情
報 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

●学習机（木製・椅子はなし）

●足踏み健康機（メーター付）

●登山用ザック（大）

●譲ってください（希望品）
ピアノ、ベビーベッド、メリーゴーランド、
将棋盤セット、チャイルドシート、ジュニアシート、
自転車、木馬、室内用１人乗ブランコ、
幼児用自転車、0～3才幼児用洋服、保温ポット、
男の子に使えるベビー用品一式、
オーバーベットテーブル（介護用）、
ピアノの補助ペダル、メトロノーム、
サックス（アルトもしくはテナー）、
ノートパソコン、ストーブガード

●譲ります（提供品）
自動もちつき機、
カワイエレクトーン、
ハムスターの小屋、
植木鉢とプランター

不用品リサイクル登録情報

１
月
の
は
ま
な
す
大
学

日
　
時
▼
１
月
17
日
（金）

午
後
１
時
30
分
〜
　

場
　
所
▼
文
化
会
館
３
階
　
視
聴
覚
室

テ
ー
マ
▼
「
す
こ
や
か
な
老
後
を
過
ご
す
知
恵
」

講
　
師
▼
金
沢
医
科
大
学
病
院

看
護
部
長

辻
口
　
徹
子

氏

今
月
の
人
権
・
行
政
相
談

（
秘
密
厳
守
・
無
料
）

相
隣
関
係
、
家
庭
、
相
続
、
登
記
、
交
通
安
全
、

税
金
、
年
金
、
消
費
生
活
、
役
所
の
窓
口
、

公
共
施
設
な
ど

と
こ
ろ
▼
内
灘
町
働
く
婦
人
の
家

と
　
き
▼
１
月
17
日
（金）

午
後
１
時
〜
４
時

今
月
の
納
税
納
期
限
　
１
月
31
日
（金）

―
町
税
は
納
期
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

―

○
町
民
税
・
県
民
税
　
　
第
４
期

○
国
民
健
康
保
険
税
　
　
第
10
期

町
税
（
町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
・
軽
自
動
車

税
・
国
民
健
康
保
険
税
）
の
納
税
は
便
利
で
簡
単
な
手
続
き
の
口
座

振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〜
手
続
き
方
法
〜

納
税
通
知
書
・
預
金
通
帳
・
預
金
口
座
使
用
印
を
お
持
ち
の
上
、

左
記
の
金
融
機
関
又
は
役
場
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

北
國
銀
行
・
福
井
銀
行
・
北
陸
銀
行
・
金
沢
信
用
金
庫
・
興
能
信

用
金
庫
・
石
川
か
ほ
く
農
業
協
同
組
合
・
郵
便
局

問
い
合
わ
せ
先
▼
総
務
部
税
務
課

暮
ら
し
の
情
報



　12月1日町民フォーラム
を行いました。枝廣　淳子
さんのお話しを聞いて、環
境についてもっと意識する
必要があると強く感じます。
町民フォーラムに行けなか
った人はこちらへどうぞ。 

http://www.ne.jp/asahi/home/enviro/　 

枝廣　淳子さんと 
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

みなさん新年をいかがお過ごしですか。 
　お正月といえば、初もうで・お年玉・お節料理など。それぞれの家庭で
過ごし方が違うことでしょう。ちょっぴり気になる他の家のお正月。他の
国のお正月はどうなんだろう。そこで、在日外国人にお正月の家庭料理や
過ごし方を友だちに教えてもらいました。 

　旧正月ですので2月にな
ります。お正月（春節）は、
都市部では7日間、その他
では15日間くらいありま
す。町中で獅子が踊ったり、
爆竹を鳴らしたりして、そ
れはもう賑やかです。年夜
飯と呼ばれる特別料理は少
なくとも8品を作り、それ
より品数を増やすときは偶
数が好まれます。魚・鶏肉・
豚肉の料理に、もち米と8
種類の木の実でつくる八宝
飯や、白菜や高菜など縁起
の良い言葉が入る野菜で作
る年菜などがあります。魚
料理は、家族がバラバラに
ならないよう願って、尾頭
付きです。表側を食べた後
はひっくり返さずに、骨を
取ってから食べるのが決ま
りです。 

Chris: Do you know your plans for this year? 
クリス：今年の計画はなに？ 

Rose: Yes, I am going to get an MBA. 
ローズ：経営学修土号をとろうと思ってるんだ。 

Chris: MBA? Wow! Go for it! 
クリス：MBA?うわぁ、すごいね！しっかりがんばって！ 
（MBA＝　Master of Business Administration ） 

中国 
石川県 尹健平 さんから 

　大みそかはお酒を楽しく飲んで、ほとんど寝ません。料理は特別に、豚肉とコー
ンにスパイスで味を調えた「ポソレ」というスープを作ります。とっても辛いです。
正月は新しい服に着替えて、家族で抱き合うのが慣習になっています。昔は鉄砲を
撃ったりして騒いだりしましたが、今では規制があって爆竹くらいですね。 

メキシコ 
東京都 グアダ･ルペ  
　　　　　　　　さんから 

　大みそかは外国に仕事に行って
いる人も実家に帰って来て、豚・
七面鳥を料理して食べます。新年
を迎えると若い人は、ディスコに
行って踊ります。ラジオからはメ
レンゲ音楽が流れ、にぎやかです。 

ドミニカ共和国 
神奈川県 マリア･エレナ さんから 

　タイでは、4月に旧正月を祝います。
正月の水かけ祭りは、国中で盛り上がる
行事です。お寺に出掛けて料理をお供え
した後、バケツに水を入れて、みんなで
祝福の水を掛け合うのです。夏だから、
寒くないです。チェンマイでは男性が、
好きな女性の顔に白い粉を付けたりしま
す。女性からはしませんよ。 

タイ 
福井県 池田パタマー さんから 

　1月1日になると花火や爆竹を
鳴らします。ニューヨークのカウ
ントダウンは有名ですね。池や川
に飛び込んじゃうなんていうのは、
ざらです。新年は、アメリカン･
フットボール一色です。全米大学
チャンピオンを決めるローズボー
ルは特に盛り上がり、大勢の人が
熱狂します。2日からは仕事です
けどね。 

アメリカ 
石川県 ジョン･アンダースン さんから 

　「マンドゥク」は、正月に食べるごち
そうです。キムチを細かく刻み、豚肉や
牛肉、豆腐、もやしなどを混ぜて作った
ギョーザを、スープで煮て食べます。つ
るんとして、おいしいんです。テレビは
正月スペシャルが放送され、芸能人が「ユ
ンノリ（すごろくに似ているゲーム）」
をする番組は、とても人気があります。 

韓国 
石川県 金カン喜 さんから 
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ツベルクリン反応検査とBCG接種
1月28日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

1月30日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成14年 9月生

●ツベルクリン（受付時間）13：00～14：00
●B CG接種（受付時間）13：15～14：00

｝
2月25日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

2月27日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成14年10月生｝

4か月児健診
1月28日（火） 対象 14年 9月生
2月25日（火） 対象 14年10月生

（受付時間）13：00～14：00

3才児健診
1月14日（火）対象 11年 9月生
2月 4日（火）対象 11年10月生

（受付時間）13：00～14：00

１才6か月児健診
1月21日（火） 対象 13年 6月生
2月18日（火） 対象 13年 7月生

（受付時間）13：00～14：00

会場・時間等をご確認のうえお越しください。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

1月16日（木）
10：30～11：30

みんなで絵本を読む時間

ううううささささここここちちちちゃゃゃゃんんんんルルルルーーーームムムム

今月のテーマ『ふゆをたのしく』

絵本の読みきか
せのほか、フリー
トークもありま
す。どなたでもお
気軽においでくだ
さい。

すくすく赤ちゃん!!
1月23日（木）

13：30～15：00
（受付 13：00～13：30）

※受付時間をすぎた時は、入室できな
い場合があります。

担当：鶴が丘乳児保育園保育士
（子育て支援センター）

0才児の親子あそびの教室

◎親子で遊ぼう
今月のテーマ

『どんなかんじ？』
◎みんなで考えてみよう
今月のテーマ

『子育ての悩みアラカルト』

「はたらきもののじょせつしゃ けいてぃー」
ばーじにあ・りー・ばーとん

平日   9：00～12：00
（月～金） 

健診などの事業により
利用できない日もあり
ます。ご了承ください。 

・お部屋の中で食べたり飲んだり
しないでネ 

・オムツやごみは持ち帰ってネ 
・おもちゃや絵本はかたづけてネ 

平日   9：00～12：00 
　　 13：00～17：00

　土曜日 
 10：00～12：00

（月～金） 

～～～～ 
～～～～～～～～～ 

パ ン ダ ク ラ ブ
1～3歳児の遊びの教室

1月15日（水）
10：00～11：00
（受付 9：30～10：00）

※受付時間をすぎた時は、入室できない
場合があります。

○雪あそびごっこ！

ひよこっこサークル
2月5日（水） 対象 5～6か月児

（時間）受付・身体計測　13：00～13：30

教　　　　　室　13：30～15：00

（内容）こどもたちの栄養を考えよう
～離乳食すすんでる？～

※5～6か月児以外の方でも、離乳食のすすめ方
などで聞きたいことがある方はお越しください。

マタニティクラス
2月6日（木）

★楽なお産のためのマタニティ体操
※動きやすい服装でおこしください。
★お産をするということは？

2月13日（木）
★母乳はどのように作られるの
★歯の健康

2月20日（木）
★赤ちゃん用品を考えよう
★気をつけたいねバランスの良い食事

（時間） 受付・尿検査　13：00～13：30
教　　　　室　13：30～15：30

おなかの大きな仲間同士、出産のこと、
育児のこと…みんなで語ってみませんか。
お１人目の方も、２・３人目の方も是
非ご参加ください。



次回のまいどさんは中森さんから誰にバトンタッチするのかお楽しみに！ 

このコーナーでは、毎回出場者に次回出場者をリレー方式で紹介してもらいます。 

中森　千恵子 さん 
（大根布） 

なか もり   え こ ち 

今月は  山本さん  から紹介のあった、中森 千恵子さん  に登場していただきます。 

　内灘町の皆さん、あけましておめでとうございます。 

　結婚し来月で１年が経ちますが、心身共にやっと生活に慣れ、

仕事、家事の他に、余裕をもって趣味の時間を過ごす事ができる

ようになってきました。紹介のあった山本さんのお店で、３年程

前からフラワーアレンジメント教室に通っているのですが、結婚

したての頃は、仕事と家事の事だけで頭がいっぱいになり、教室

の日を忘れるぐらいでしたが、今ではアレンジを作る他に、おしゃ

べりするのを楽しみにし、毎回通っています。 

　３月、５月に友達の結婚式があるのですが、ブーケを作る予定

です。今はそれに向け練習中の私です。 
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新聞・雑誌・ダンボールなどの
持込収集 午前7：30～9：00（時間厳守・雨天決行）

上記持込時間内にお持ちください。
また、資源物以外のごみは持ち込まないで
ください。

1.もえるごみ
毎週月・木曜日（ただし、祝日・振替休日は休み。）
2.もえないごみと資源物

ごみ収集カレンダー

収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎 2 ・ 5 丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴 ヶ 丘 4 丁 目

鶴 ヶ 丘 5 丁 目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大 学 1 丁 目

大 学 2 丁 目

大 根 布

宮 坂

北 部 土 地 区 画

西 荒 屋

室

湖　　　　　　　西

もえないごみ（埋立ごみ） 資源物（リサイクルできるもの）

12

〃

〃

〃

14

〃

〃

7

14

7

〃

〃

〃

5

〃

〃

〃

〃

〃

〃

21
19：00～20：00

21
18：30～19：30

21
19：00～20：00

21
19：30～20：30

20
19：00～20：00

20
20：00～21：00

20
19：00～20：00

20
18：00～19：00

28
6：30～7：30

27
19：00～20：00

〃

23
8：00～9：00

28
8：00～9：00

28
19：00～20：00

28
18：30～19：30

28
19：00～20：00

28
18：00～19：00

28
19：00～20：00

28
18：00～19：00

28
11：00～12：00

2月

15

〃

〃

〃

17

〃

〃

10

17

10

〃

〃

〃

8

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1月 2月
24

19：00～20：00

24
18：30～19：30

24
19：00～20：00

24
19：30～20：30

23
19：00～20：00

23
20：00～21：00

23
19：00～20：00

23
18：00～19：00

31
6：30～7：30

30
19：00～20：00

〃

26
8：00～9：00

31
8：00～9：00

31
19：00～20：00

31
18：30～19：30

31
19：00～20：00

31
18：00～19：00

31
19：00～20：00

31
18：00～19：00

31
11：00～12：00

1月

 
1月13日（月）は、祝日のため、もえるごみ
の収集は休みです。よろしくお願いします。 

1,713
452
429
812
1,240
746
1,627
1,005
716
1,576
522
434
370
432
76
549
250
82

13,031
18

1,819
541
456
868
1,244
785
1,692
1,104
730
1,619
508
614
370
453
66
557
279
81

13,786
15

3,532
993
885
1,680
2,484
1,531
3,319
2,109
1,446
3,195
1,030
1,048
740
885
142
1,106
529
163

26,817
33

1,162
353
321
604
784
509
1,105
728
530
1,039
490
581
259
259
42
314
155
51

9,286
△ 2

内灘町字別人口世帯数 平成14年11月末

向 粟 崎
ア カ シ ア
旭 ヶ 丘
緑 台
千 鳥 台
向 陽 台
鶴ヶ丘1･2･3丁目
鶴ヶ丘4丁目
鶴ヶ丘5丁目
大 根 布
大 清 台
大 学
ハ マ ナ ス
宮 坂
北部土地区画
西 荒 屋

室
湖 西

計
前 月 増 減

区　分
人　　　　口

男 女 総 数
世帯数

発 行 内灘町総務部総務課（毎月５日発行）
〒920-0292  石川県河北郡内灘町字大学1丁目2番地1
TEL（076）286－1111 FAX（076）286－0617
HP http://www.nsknet.or.jp/uchinada/

広報に掲載された写真を差し上げます。ご希望の方は広報担当まで　☎286－6720

1～2月の休日当番医
診療時間　9時～17時30分

日付 病 院 名 住　　　所 T E L

1/12
（日）

1/13
（月･祝）

1/19
（日）

1/26
（日）

2/2
（日）

2/9
（日）

2/11
（火･祝）

かわむら整形外科医院 津幡町横浜へ35-3 288-2555

沖野クリニック（小･内） 高松町高松ノ1-9 281-0500

おおたクリニック（内･小） 津幡町太田は112 288-6000

二ツ屋病院（内） 高松町二ツ屋リ72 281-0172

宇野気医院（内･小） 宇ノ気町宇野気33-6 283-0103

望月眼科医院 内灘町旭ケ丘142 239-1515

紺谷医院（内･小） 七塚町木津へ12-1 285-0020

さいとうクリニック（皮･形成）津幡町潟端371-1 288-4540

政岡医院（内･小） 内灘町鶴ケ丘4丁目1-265 286-1766

河北中央病院（内） 津幡町津幡ハ104 289-2117

茶谷医院（内･小） 内灘町西荒屋53 286-8478

酒井医院（内･小･外） 津幡町加賀爪ホ30 289-2006

角田医院（内･小） 高松町高松ナ15-1 281-0012

たなべ眼科医院 津幡町北中条8-57-1 289-6340

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞等でご確認ください。

向 粟 崎 保 育 所 緑 台 保 育 所
鶴 ヶ 丘 保 育 所
向 陽 台 保 育 園

鶴ヶ丘東保育所
大 根 布 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所

１月15日（水）
２月19日（水）

１月16日（木）
２月20日（木）

１月17日（金）
２月21日（金）

問い合わせ先　町民部環境対策室　☎286－6701

お願い

あけましておめでとうございます。

暖冬と言われてはいるものの、やはり１月ともなると寒いもの

は寒いですね。広報担当という仕事柄、外出することが多い私は

屋内外の温度差で体がまいってしまいます。寝込んでしまうほど

にはならないのですが、なんか風邪っぽい？といった状態が続い

てしまい、どうもすっきりしないのです。皆様はくれぐれもお体

には気をつけてお過ごしください。

私が広報うちなだを担当して２度目のお正月を迎えました。１

年の計は元旦にありということで今年の目標をひとつ。

「ひとりでも多く、皆様の表情を広報に載せる」

イベント先等で広報担当を見かけましたら、どうぞ嫌な顔せず

お付き合いください。

本年も広報うちなだをよろしくお願いします。

編 集 後 記


